
 

                       

                                  

                                  

       

第
68
回
石
川
県
理
容
競
技
大

会
が
３
月
18
日
（
月
）
、
県
理
容

美
容
専
門
学
校
で
開
催
さ
れ
４
人

が
出
場
し
た
。 

 

開
会
式
は
、
長
田
實
大
会
委
員

長
が
「
東
海
北
陸
大
会
、
全
国
大

会
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
選
手
達
に
激
励
の
言
葉
を

述
べ
た
後
、
髭
本
将
吾
選
手
が
宣

誓
し
、
行
野
欣
也
大
会
運
営
委
員

長
・
審
査
委
員
長
が
注
意
事
項
を

説
明
し
、
競
技
３
部
門
が
同
時
に

展
開
さ
れ
た
。 

 

審
査
終
了
後
に
作
品
が
公
開
さ

れ
、
選
手
達
が
先
輩
か
ら
熱
心
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
。 

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
に 

鹿
渡
さ
ん 

「
理
容
２
０
１
９
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
は
、
鹿
渡
正
宏
さ
ん
が
理
容
師

を
目
指
し
た
熱
い
想
い
を
テ
ー
マ

に
意
見
発
表
を
行
な
っ
た
。 

各
部
門
の
出
場
選
手
数
は
次
の

と
お
り 

■
全
国
大
会
競
技
種
目 

東
海
北
陸
大
会
競
技
種
目 

第
１
部
門 

 
 

２
人 

第
２
部
門 

 
 

０
人 

第
３
部
門 

 
 

１
人 

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

１
人 

■
県
大
会
競
技
種
目 

Ａ
部
門 

 
 
 

０
人 

Ｂ
部
門 

 
 
 

０
人 

Ｃ
部
門 

 
 
 

０
人 

■
理
容
２
０
１
８
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 
 
 
 
 
 
 
 

１
人 

大 

会 

成 

績 

［
全
国
大
会
競
技
種
目
］ 

［
東
海
北
陸
大
会
競
技
種
目
］ 

（
マ
ネ
キ
ン
） 

▼
第
１
部
門 

Ｂ
ａ
ｒ
ｂ
ｅ
ｒ 

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
（
バ
ー
バ
ー
ス
タ

イ
ル
） 

優 

勝 

田
嶋 

寛
明（
加 

賀
） 

準
優
勝 

髭
本 

将
吾（
金
沢
４
） 

▼
第
３
部
門 

メ
ン
ズ
カ
ッ
ト
・

パ
ー
マ
ス
タ
イ
ル 

優 

勝 

丹
野 

稜
凱（
金
沢
６
） 

▼
ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

ク
ラ
シ
カ
ル

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
ア 

優
秀
賞 

仕
入 

孔
弥（
鶴 

来
） 

 

［
理
容
２
０
１
９
メ
ッ
セ
ー
ジ
］

優 

勝 

鹿
渡 

正
宏 （

金
沢
１
西
） 

「
～
花
～ 

～
つ
な
が
る
思
い
～
」 
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第
68
回 

石
川
県
理
容
競
技
大
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
嶋
、
丹
野
選
手
が
優
勝 



理容いしかわ                令和 元年 5 月 10 日（2） 

                                   

                                  

審 

査 

講 

評 

［
審
査
委
員
］ 

行
野 

欣
也
（
委
員
長
） 

小
伏
脇
隆
ノ
介 

天
満 

康
浩 

 

林 
 

政
勝 

 

桶
谷 

博
英 

             
総
体
的
に
は
大
変
良
く
で
き
て

い
た
。 

▼
第
１
部
門 

両
作
品
と
も
に
ト
ー
タ
ル
で
良

く
で
き
て
い
た
。
特
に
サ
イ
ド
、

バ
ッ
ク
の
刈
り
上
げ
部
分
な
ど
は

綺
麗
に
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
こ

め
か
み
や
耳
周
り
な
ど
の
細
部
に

至
る
ま
で
、
も
う
少
し
意
識
を
高

め
て
ほ
し
い
。 

▼
第
３
部
門 

全
体
的
な
雰
囲
気
は
良
く
ま
と

め
て
あ
っ
た
が
、
フ
ロ
ン
ト
か
ら

見
た
シ
ル
エ
ッ
ト
、
後
頭
部
の
接

合
部
の
歪
み
が
気
に
な
っ
た
。
次

の
大
会
に
向
け
て
も
う
少
し
見
栄

え
す
る
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
勉
強
し

て
ほ
し
い
。 

▼
ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

                           

カ
ッ
ト
、ス
タ
イ
リ
ン
グ
共
に
、

ま
だ
ま
だ
勉
強
し
て
ほ
し
い
。
仕

込
み
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
が
皮
膚
に

た
く
さ
ん
付
着
し
て
い
る
の
が
衛

生
的
に
良
く
な
い
。
次
の
大
会
に

向
け
て
、
ト
ー
タ
ル
で
さ
ら
に
勉

強
し
て
ほ
し
い
。 

                           

全
国
大
会
競
技
種
目  

優 

勝 

作 

品 

［第３部門］丹野 稜凱 ［第１部門］田嶋 寛明 



（3）令和 元年 5 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
て 

東
海
北
陸
大
会
出
場
選
手 

６
月
17
日
（
月
）
開
催
の
「
第
67
回
東
海
北
陸
理
容 

競
技
大
会
」
に
出
場
す
る
石
川
県
選
手
が
決
ま
っ
た
。 

 

▼
第
１
部
門 

 
 
 

田
嶋 

寛
明
（
加
賀
・
加
賀
） 

髭
本 

将
吾
（
金
沢
・
４
部
） 

▼
第
３
部
門 

 
 
 

丹
野 

稜
凱
（
金
沢
・
６
部
） 

▼
ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 

細
畑 

勝
也
（
学
校
生
） 

松
村 

拳
太
（
学
校
生
） 

山
口 

夏
己
（
学
校
生
） 

▼
理
容
２
０
１
９
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

鹿
渡 

正
宏
（
金
沢
・
１
西
） 

応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 



理容いしかわ                令和 元年 5 月 10 日（4） 

        

▼
大
会
実
行
委
員
長 

長
田 

 
實 

▼
大
会
実
行
副
委
員
長 絈

野 

邦
雄 

前
田 

英
明 

田
畑 

 

豪 

▼
大
会
運
営
委
員
長 

行
野 

欣
也 

▼
大
会
運
営
委
員 

近
藤 

秀
司 

中
村 

伸
夫 

田
島 

徳
久 

沓 
 

智
之 

田
中 

栄
一 

橘 
 

英
行 

大
積 

 

亨 

夏
嶋 

正
博 

奥
成 

康
朗 

竹
中 

義
雄 

塚
本 
 

薫 

▼
司
会
・
進
行
部
門 

（
チ
ー
フ
）
中
村 

伸
夫 

田
島 

徳
久 

川
尻 

真
澄 

岡
本 

省
吾 

（
タ
イ
ム
進
行
）
塚
本 

 

薫 

澤
村 

篤
史 

       

（
音
響
）
荒
木 

 

潤 

▼
広
報
部 （

チ
ー
フ
）
沓 

 

智
之 

青
山 

幸
雄 

松
原 

 

勝 
▼
総
務
部
門 

（
チ
ー
フ
）
田
中 

栄
一 

（
サ
ブ
チ
ー
フ
）
小
西 

 

裕 

柏 
 

安
子 

山
崎 

尚
代 

福
田 

真
紀 

東 
 

智
美 

下
崎 

 
薫 

尾
倉 

良
江 

今
井
久
美
子 

小
西 

春
美 

倉
知
千
恵
子 

髭
本 

康
子 

松
村 

美
樹 

▼
競
技
部
門 

（
チ
ー
フ
）
小
伏
脇
奈
都
子 

（
サ
ブ
チ
ー
フ
）
大
積 

 

亨 

山
口 

一
彦 

丹
羽 

陽
一 

東 
 

昭
洋 

板
坂 

泰
定 

野
原 

芳
浩 

       

上
仙 

実
樹 

行
野 

孝
優 

口
田 

直
人 

柏 
 

英
里 

浜
辺 

 

真 

酒
井 

孝
博 

瓶
子 

明
人 

白
山 

泰
司 

松
永 

 

晃 

高
宮 

 

諭 

▼
施
設
部
門 

 

（
チ
ー
フ
）
松
原 

義
則 

西
村 

泰
紀 

村
田 

健
二 

木
村 

隆
俊 

竹
内 

利
法 

橘 
 

英
行 

夏
嶋 

正
博 

奥
成 

康
朗 

竹
中 

義
雄 

▼
賞
状
揮
毫
者 

番
定 
伸
夫 

▼
事
務
局 

小
田
波
博
子 

柳 
 

恵
子 

 

 
  

   

県
組
合
の
決
算
理
事
会
が
４
月

22
日
（
月
）
に
組
合
事
務
所
会
議

室
で
開
か
れ
、
次
の
議
案
に
つ
い

て
審
議
し
た
。 

①
平
成
30
年
度
事
業
報
告 

②
平
成
30
年
度
収
支
決
算
報
告

（
監
査
報
告
） 

③
理
容
業
振
興
計
画
の
変
更 

④
第
67
回
東
海
北
陸
理
容
競
技

大
会 

⑤
そ
の
他
（
永
年
就
労
者
感
謝
状

授
与
対
象
者
名
簿
、
平
成
30
年
度 

役
員
共
助
会
明
細
報
告
、
令
和
元 

                  

年
度
行
事
予
定
表
） 

                                 
理 

事 

会 
第
67
回
東
海
北
陸
理
容
競
技
大
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実 

行 

委 

員 
 



（5）令和 元年 5 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  



理容いしかわ                令和 元年 5 月 10 日（6） 

 

理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム 

北
辰
中
学
校 

（
白
山
市
日
向
町
） 

■
日
時
／
３
月
６
日
（
水
） 

 

午
前
９
時
45
分
～
11
時
45
分 

■
参
加
者
／
40
人 

■
指
導
者
／
林 

政
勝 

■
内
容
／
50
分
授
業
を
２
回 

■
総
括
／
学
校
か
ら
の
要
請
で

「
働
く
人
に
学
ぶ
」
講
師
と
し
て

出
席
。
技
術
を
通
し
て
の
接
客
業

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
。 

                  

理
容
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム 

志
賀
高
校 

（
羽
咋
郡
志
賀
町
） 

■
日
時
／
３
月
18
日
（
月
） 

午
後
３
時
30
分
〜
５
時
30
分 

■
参
加
者
／
４
人
（
男
１
、
女
３
） 

■
指
導
者
／
近
藤
秀
司
、
三
宅
善 

仁
、
江
下
敏
満 

■
内
容
／
①
鋏
の
開
閉
（
10
分
） 

②
カ
ッ
ト
（
60
分
）
③
ロ
ッ
ト
巻

き
で
カ
ー
ル
（
20
分
）
④
ア
イ
ロ

ン
で
カ
ー
ル
（
20
分
）
⑤
総
括
的

講
話
、
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
（
10
分
） 

■
総
括
／
昨
年
度
の
体
験
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
た
生
徒
の
う
ち
、

理
容
１
名
、
美
容
２
名
、
エ
ス
テ

１
名
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
を
目
指

し
て
卒
業
し
た
と
の
話
を
聞
い
た
。

今
回
も
受
講
態
度
と
ア
ン
ケ
ー
ト

内
容
か
ら
１
年
生
男
子
、
２
年
生

女
子
か
ら
手
応
え
を
感
じ
た
。 

           

   

金
沢
６
部 

宮
岸 

 

昇 

３
月 

〃 

２
部 

 

西
村 

玉
造  

〃 

〃 

４
部 

中
村 

伸
治  

〃 

加
賀
小
松 

徳
田 

知
孝  

〃 

〃 

鶴
来 

梅
田 

協
子  

〃 

   

金
沢
１
南 

片
岸 

正
雄 

３
月 

〃 

３
部 

松
本 

 

誠 

〃 

〃 

４
部 

上
田 

徳
久  

〃 

〃 

２
部 

鈴
木 

吉
徳  

〃 

〃 

６
部 

安
川 

昭
成  

〃 

加
賀
加
賀  

森
下 

圭
介  

〃 

能
登
富
来 

大
石 

春
枝  

〃 

 

〃 

羽
咋 

北
山 

明
人  

〃 

〃 

七
鹿 

橋
本 

博
司 

〃 

   

金
沢
１
東 

奥
村 

重
夫 

10
月 

能
登
富
来 
宮
田 

克
彦 

１
月 

         

                                  

                                  

廃 
 

業 

脱 
 

退 

お
く
や
み 



（7）令和 元年 5 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 



理容いしかわ                令和 元年 5 月 10 日（8） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  

昨
年
後
半
以
来
ブ
ー
ム
に
な
っ 

て
、
一
時
期
品
切
れ
状
態
と
な
っ 

た
の
が
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
盛
ん 

に
推
奨
さ
れ
た
サ
バ
缶
で
あ
る
。 

 

サ
バ
缶
は
主
に
水
煮
、
味
付
、 

み
そ
煮
の
三
種
類
あ
り
、
当
初
は 

水
煮
が
良
い
と
勧
め
ら
れ
、
た
ち 

ま
ち
品
薄
に
な
っ
た
が
、
最
近
は 

そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
他
の
缶
が 

品
薄
状
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 

思
い
出
し
て
欲
し
い
の
は
、
サ 

バ
缶
の
前
に
イ
ワ
シ
缶
の
ブ
ー
ム 

 

 

が
あ
っ
た
事
で
、
同
様
に
品
薄
状 

態
が
続
い
た
が
、
サ
バ
缶
ブ
ー
ム 

の
到
来
で
品
薄
は
解
消
し
た
。 

 

健
康
志
向
は
当
然
だ
が
、
何
か 

が
良
い
と
報
道
さ
れ
る
と
一
斉
に 

買
い
に
走
る
。
そ
の
結
果
、
品
薄 

と
値
上
げ
を
招
く
事
と
な
っ
た
。 

安
易
な
消
費
行
動
を
誘
う
意
図 

的
な
報
道
と
は
思
い
た
く
な
い

が
、
値
上
げ
を
含
め
て
便
乗
商
法

で
あ
る
と
、
私
は
思
っ
て
い
る
。 

 
 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

健
康
を
魔
法
の
言
葉
と
錯
覚
し 

組合員数（平成 31 年４月１日現在） 

加 

賀 

加 賀 48 

199 

金 

沢 

1 部東 26 

249 

小 松 70 1 部南 5 

能 美 24 1 部中 21 

石 川 46 1 部西 30 

鶴 来 11 ２ 部 19 

能 

登 

河 北 49 

180 

３ 部 33 

羽 咋 26 ４ 部 27 

富 来 9 ５ 部 19 

七 鹿 41 ６ 部 38 

門 前 7 ７ 部 31 

輪 島 22 支部扱 0 

能 都 13 

合計 628 
珠 洲 13 

 



（9）令和 元年 5 月 10 日                理容いしかわ                       

 

 

 

    

第
17
回 

定
期
総
会 

４
月
17
日
（
水
）
20
時
よ
り 

石
川
県
理
美
容
専
門
学
校
に
て
、

支
部
員
63
名
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。
組
合
員
数
２
４
９
名 

（
委
任
状
１
８
３
名
） 

▼
議
長 

 

坂
部
哲
治 

氏
（
１
部
中
） 

▼
副
議
長 

浅
井
隼
人 

氏
（
７
部
） 

を
選
出
し
て
、
議
案
審
議
に
入
っ

た
。
30
年
度
の
各
担
当
部
よ
り
事

業
報
告
か
ら
始
ま
り
各
議
案
が
審

議
さ
れ
た
。 

               

 
 

    

総
会
前
に
は
、
勤
続
永
年
表

彰
・
役
員
表
彰
が
行
わ
れ
た
。 

      

第
13
回 

理
容
師
共
済
会
総
会 

支
部
総
会
終
了
後
、
支
部
員
63
名

出
席
で
、
金
沢
支
部
共
済
会
の
総

会
も
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

             

決

算

部

長

会 

３
月
25
日
（
月
）
17
時
30
分 

よ
り
、
金
沢
支
部
各
部
の
部
長
を

迎
え
、
金
沢
支
部
決
算
部
会
が
、

《
新
橋
こ
う
や
》
で
行
わ
れ
た
。 

各
担
当
部
長
よ
り
30
年
度
の

活
動
報
告
、
補
足
説
明
が
、
地
区

部
長
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

                   

役

員

慰

労

会 

３
月
25
日
（
月
）
18
時
よ
り 

金
沢
支
部
決
算
部
会
後
に
、
金
沢 

支
部
役
員
慰
労
会
が
《
新
橋
こ
う 

や
》
で
行
わ
れ
た
。 

各
地
区
部
の
部
長
様
１
年
間
組

合
行
事
の
活
動
に
ご
協
力
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

                   

物

故

者

追

善

法

要 

 

平
成
30
年
度
に
亡
く
な
ら
れ

た
支
部
組
合
員
、
家
族
の
方
々
の

遺
徳
を
偲
ぶ
追
善
法
要
が
、
３
月

25
日
（
月
）
16
時
よ
り
圓
徳
寺

（
金
沢
市
里
見
町
３
）
に
て
、
ご

遺
族
方
々
の
参
列
で
行
わ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
敬
称
略
） 

横
田
武
雄 

（
６
部
） 

 

奥
村
重
夫 

（
１
部
） 

 

栃
折 

進 

（
７
部
） 

 

                 

青
年
部 

３
月
31
日
（
月
）
、
青
年
部
員

慰
労
会
が
８
名
の
参
加
で
行
わ
れ
、

次
年
度
青
年
部
行
事
、
新
年
号
令

和
時
代
に
つ
い
て
、
熱
く
語
り
合

い
ま
し
た
！ 

         

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 
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ｚ 

ｚ 

     

七
鹿
地
区 

七
鹿
地
区
定
期
総
会
は
３
月

１７
日
（
日
）
、
和
倉
温
泉
「
の
と

楽
」
に
て
１７
名
（
委
任
状
２５
名
） 

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
岩
崎

地
区
部
長
の
挨
拶
よ
り
始
ま
り
、

議
長
に
明
星
氏
を
選
出
、
平
成
３０

年
度
事
業
・
決
算
、
平
成
３１
年
度

事
業
計
画
・
予
算
の
全
議
案
が
原

案
通
り
に
可
決
承
認
さ
れ
た
。
引

き
続
き
懇
親
会
が
開
か
れ
、
能
登

の
食
材
を
生
か
し
た
懐
石
料
理
に 

                

             

美
味
し
い
お
酒
を
堪
能
し
た
後
は
、

ホ
ー
ル
へ
移
動
し
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
ん
だ
。 能

都
地
区 

能
都
地
区
定
期
総
会
は
３
月

２５
日(

月)

、
日
本
海
倶
楽
部
【
美 

              

し
い
日
本
海
の
入
江
を
望
む
能
登

内
浦
の
高
台
に
あ
る
障
害
者
就
労

施
設
】
に
て
１０
名
（
男
６
、
女
４
）

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。 

平
成
３０
年
度
事
業
・
決
算
、
平

成
３１
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
全

議
案
が
原
案
通
り
に
可
決
承
認
さ

れ
、
懇
親
会
で
は
、
広
大
な
敷
地

内
の
工
房
で
作
ら
れ
た
生
き
た
酵

母
（
美
容
と
健
康
に
い
い
）
が
入

っ
た
モ
ル
ト
１
０
０
％
オ
リ
ジ
ナ

ル
ビ
ー
ル
３
種
類
（
ピ
ル
ス
ナ

ー
・
ダ
ー
ク
ラ
ガ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ツ

ェ
ン
）
を
ピ
ッ
チ
ャ
ー
で
注
文
し
、

飲
み
比
べ
を
し
な
が
ら
地
元
の
新

鮮
な
食
材
を
使
っ
た
コ
ー
ス
料
理

を
堪
能
し
た
。 

（
通
信
・
宮
森
重
則
） 

（h
ttp

://w
w

w
.n

ih
o
n

k
a
i 

-clu
b

.co
m

/a
b

o
u

t.h
tm

l

） 

              

                                  

羽
咋
地
区 

羽
咋
地
区
定
期
総
会
は
３
月

２８
日(

木)

午
後
８
時
３０
分
、
羽
咋

公
民
館
に
て
１３
名
（
欠
席
１
名
・

委
任
状
１３
名
）
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。
議
長
に
土
田
勲
氏
を
選

出
、
平
成
３０
年
度
事
業
・
決
算
、

平
成
３１
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の

全
議
案
が
原
案
通
り
に
可
決
承
認

さ
れ
た
。
初
め
て
平
日
の
夜
の
総

会
だ
っ
た
。（
通
信
・
久
我
健
次
） 

                      

能 
 

登 

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 
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第
13
回
加
賀
支
部
通
常
総
会

が
４
月
15
日
（
月
）
、
能
美
市
根

上
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催

さ
れ
43
人
が
出
席
し
た
。 

吉
田
秀
明
副
支
部
長
に
よ
る
開

会
宣
言
の
後
、
田
畑
豪
支
部
長
が

今
年
度
の
事
業
計
画
基
本
方
針
と

し
て
「
法
令
遵
守
、
営
業
支
援
、

後
継
者
育
成
、
社
会
貢
献
活
動
な

ど
が
、
私
た
ち
の
営
業
・
組
織
の

向
心
力
や
魅
力
と
な
る
よ
う
に
期

待
し
た
い
。
金
沢
で
開
催
の
東
海

北
陸
理
容
競
技
大
会
を
成
功
さ
せ

た
い
。
講
師
の
育
成
を
ぜ
ひ
時
間

を
か
け
て
も
成
し
遂
げ
た
い
。
全

理
連
共
済
や
支
部
共
済
を
組
合
向

心
力
や
組
織
力
の
一
つ
に
し
た
い
。

そ
こ
で
、
支
部
共
済
の
見
直
し
を

少
し
ず
つ
で
も
し
て
い
き
た
い
。

訪
問
福
祉
理
容
の
介
護
保
険
制
度

へ
の
導
入
を
期
待
し
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
一
番
大
切
で
守
る
べ
き
は

業
務
独
占
だ
と
考
え
て
い
る
。
ぜ

ひ
死
守
し
よ
う
」
と
挨
拶
し
た
。 

次
に
、
来
賓
の
長
田
實
県
組
合

理
事
長
か
ら
、
訪
問
福
祉
理
容
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
な
ど

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
だ
い
た
。 

総
会
は
、
平
成
31
年
度
総
代
の

発
表
に
続
き
、
議
長
に
前
田
和
也 

 

氏
（
能
美
）、
副
議
長
に
川
上
芳
弘

氏
（
加
賀
）
を
選
出
し
て
各
議
案

が
審
議
さ
れ
、
全
て
承
認
可
決
さ

れ
た
。 

              

出
席
者
か
ら
は
、
生
衛
業
交
流

事
業
の
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
総

会
手
続
き
、
事
業
費
、
事
業
、
組

織
・
役
員
、
交
際
費
、
訪
問
福
祉

理
容
な
ど
に
つ
い
て
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
た
。 

▼
総
会
出
席
者
数 

加
賀
７
、
小
松
12
、
能
美
７
、 

石
川
13
、
鶴
来
４ 

理
容
師
共
済
会 

支
部
総
会
の
後
、
加
賀
支
部
理

容
師
共
済
会
（
田
畑
豪
会
長
）
総

会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。 

議
案
「
加
賀
支
部
理
容
師
共
済

会
規
約
な
ら
び
に
加
賀
支
部
理
容

師
共
済
会
規
約
施
行
細
則
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」
で
は
、
免
責
を

撤
廃
す
る
給
付
に
つ
い
て
、
太
田

健
二
会
計
責
任
者
（
共
済
部
長
）

が
詳
細
に
説
明
し
た
。 

●
鶴
来
地
区 

鶴
来
地
区
（
安
達
拓
史
部
長
）

は
２
月
19
日
（
火
）
夜
、
「
理
容

室
は
や
し
」
で
天
満
康
浩
県
講
師

に
よ
る
「
最
新
薬
剤
に
よ
る
次
世

代
メ
ニ
ュ
ー
提
案
」
講
習
会
を
開

い
た
。
参
加
者
は
男
６
名
、
女
７

名
。分
か
り
や
す
く
丁
寧
だ
っ
た
。 

▼
内
容 

パ
ー
マ
か
ら
カ
ラ
ー
へ
の
移
行

時
間
の
タ
イ
ム
ロ
ス
が
少
な
い
。

刺
激
臭
も
少
な
く
髪
も
傷
み
に
く

く
よ
い
と
思
っ
た
。
い
ろ
ん
な
考

え
方
の
薬
剤
が
あ
る
事
を
認
識
し

た
。
薬
剤
を
持
っ
て
い
る
会
社
が

個
人
店
の
為
、
使
う
店
舗
数
が
増

え
る
と
対
応
が
大
変
に
な
る
か

も
・
・
・
。 

（
通
信
・
林
政
勝
） 

 

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

加賀支部通常総会 

組合加盟店の魅力に期待 
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編 

集 

閑 

談 

▼
親
戚
か
ら
車
検
が
一
年
残
り
の

古
い
軽
自
動
車
（
タ
ー
ボ
付
き
Ｍ

Ｔ
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
）
を
も
ら

っ
た
。
普
段
乗
る
こ
と
が
あ
る
Ｍ

Ｔ
車
は
軽
ト
ラ
だ
か
ら
楽
し
い
と

か
は
思
わ
な
い
け
ど
、
こ
の
車
は

ビ
ュ
ン
ビ
ュ
ン
走
っ
て
す
ご
く
気

持
ち
い
い
♪
難
点
は
燃
費
が
ね

（
涙
）。最
近
の
子
は
Ａ
Ｔ
限
定
が

多
い
け
ど
Ｍ
Ｔ
車
の
楽
し
さ
を
知

っ
て
欲
し
い
な
ぁ
。 

（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

         

（
青
山
幸
雄
） 

▼
「
令
和
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
意
味
は
「
人
々
が
美
し
く

心
を
寄
せ
合
う
中
で
文
化
が
生
ま

れ
育
つ
。
梅
の
花
の
よ
う
に
日
本

人
が
明
日
へ
の
希
望
を
咲
か
せ
る

国
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
」で
す
ね
。

素
晴
ら
し
い
。
ス
マ
ホ
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
を
導
入
。
簡
単
で

面
白
い
で
す
よ
。 

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                  

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 

Ｓ
マ
ー
ク
（
標
準
営
業
約
款
）
は 

信
頼
の
ブ
ラ
ン
ド
！ 

技
術
、
衛
生
、
安
全
の
し
る
し
で
す 


